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2023年 11月 13日 

各位 

日本マクドナルドホールディングス株式会社 

代表取締役社長 日色 保 

（コード番号：2702 東証スタンダード） 

問い合わせ先 日本マクドナルド株式会社 

取締役・執行役員 最高財務責任者 吉田 修子 

ＴＥＬ 03-6911-6000 

 

 

主要株主である筆頭株主及びその他関係会社の異動に関するお知らせ 

 

2023年 11月１日付で、次のとおり当社の主要株主である筆頭株主及びその他関係会社の異動がありましたの

で、お知らせいたします。 

 

 

１． 異動が生じた経緯 

2023年 11月９日付で関東財務局長に提出されました大量保有報告書（変更報告書）に記載のとおり、マク

ドナルド・コーポレーション・グループの組織再編の一環として、マクドナルド･レストランズ・オブ・カナダ・リミテ

ィッドより、2023年 11月 1日に設立された同じ社名のマクドナルド･レストランズ・オブ・カナダ・リミティッドに、同

社が保有する当社株式が承継され、主要株主である筆頭株主及びその他関係会社の異動を確認いたしまし

た。 

 

２． 異動する株主の概要 

(1) 新たに「主要株主である筆頭株主」及び「その他関係会社」となる株主の概要 

名称 マクドナルド･レストランズ・オブ・カナダ・リミティッド 

所在地 カナダ M3C 3L4、 オンタリオ州、トロント市、1マクドナルドプレイス 

代表者の役職・氏名 ディレクター ジェフ・マクリーン 

主な事業内容 飲食業 

設立年月日 2023年 11月 1日 

上場会社と当該株主

との関係 

資本関係 当該株主は、当社株式 33,575,000 株（議決権保有割合

25.26％）を 2023年 11月 1日から所有しております。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

 

(2) 「主要株主である筆頭株主」及び「その他関係会社」でなくなる株主の概要 

名称 マクドナルド･レストランズ・オブ・カナダ・リミティッド 

所在地 カナダ M3C 3L4、 オンタリオ州、トロント市、1マクドナルドプレイス 

代表者の役職・氏名 シニア・バイス・プレジデント、CFO兼トレジャラー ジェフェリー・マクリーン 

主な事業内容 飲食業 

資本金 4,663千カナダドル 

設立年月日 2008年 1月 1日 
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上場会社と当該株主

との関係 

資本関係 当該株主は、当社株式 33,575,000 株（議決権保有割合

25.26％）を 2023年 10月 31日まで所有しておりました。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

 

３． 異動前後における当該株主の所有する議決権の数（所有株式数）及び総株主等の議決権の数に対する割合 

(1) 主要株主となるもの 

マクドナルド･レストランズ・オブ・カナダ・リミティッド（2023年 11月設立） 

 属性 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主等の議決権の

数に対する割合 

大株主順位 

異 動 前 - - - - 

異 動 後 

（2023年 11月 1日現在） 
主要株主及び

その他の関係

会社 

335,750個 

(33,575,000株) 

25.26％ 第 1位 

 

(2) 主要株主でなくなるもの 

マクドナルド･レストランズ・オブ・カナダ・リミティッド（2008年 1月設立） 

 属性 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主等の議決権の

数に対する割合 

大株主順位 

異 動 前 

（2023年 10月 31日現在） 

主要株主及び

その他の関係

会社 

335,750個 

(33,575,000株) 

25.26％ 第 1位 

異 動 後 

 
- - - - 

 

 (注） 異動前及び異動後の「総株主等の議決権の数に対する割合」の計算においては、2023 年６月 30日現在の 

発行済株式総数 132,960,000 株から、議決権を有しない株式数 69,300 株を控除した総株主の議決権の数 

1,328,907 個を基準に算出しており、小数点第三位を切り捨てしております。  

 

４． 異動年月日 

2023年 11月 1日 

 

５． 開示対象となる非上場の親会社等の変更の有無等 

該当事項はありません。 

 

６． 今後の見通し 

本件は、マクドナルド・コーポレーション・グループ内における株式の異動であり、当該株式譲渡後にマクド

ナルド・コーポレーションが子会社等を通じて保有する当社議決権の数に変更ありません。そのため、今後の

見通しについて、特に記載すべき事項はありません。 

 

以 上 


